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価し骨年令を求めた。さらに A.Gesellらの運動年令
テスト (M.A.T)を基とした協同演者の川名の修正せる
下肢運動年令テスト表に則り， CPにおける骨年令と下
肢運動年令との関連について調査を行なったところ，以
下の所見を得た。
骨年令と暦年令との関係を，軽度，重度別にみると，
重度 CP児において明らかに骨年令は暦年令より遅れ
ることがわかった。軽度の平均暦年令 11才6ヵ月の平
均骨年令の遅れは 5カ月であり， 重度の平均暦年令 1
才4カ月の平均骨年令の遅れは 23カ月であった。運動
年令も軽度で 6年6カ月の遅れ，重度で 9年 10カ月の
遅れがあり，軽度は骨年令の遅れは軽度，運動年令はか
なり遅れるのに対し，重度では両者が著明に遅れるのが
目立った。 
9. CP児の開閉口機能障害とパイプレーション効果
石田三郎(袖ケ浦療育園) 
CP-言語障害児の開閉口機能障害児 9例に低サイク Jレ
パイプレーションが神経の反射機構に抑制的に働くとい
う山中の報告をもとに開閉口筋群のうち筋トーヌス充進
筋群に低サイクルパイプレーションを処方し， 1日5分
間，連日 8週間投与すると 6例に言語に関してよい結果
を得た。ただし治療中止後に予期しない全身症状の変化
を見たものが 2例あった。口の変形，流涯に関しては治
療中は全例に症状の好転を見るが，治療中止後 40%にそ
の再発を見た。瞭合圧に関しては 9例中 3例に増加， 2 
例に低下を見た。今後この治療法に関してはその原理，
実施にあたっての処方部位， 1回にかける時間，回数，期
間，その治療効果が恒久的か否か，副作用等検討される
べき問題が多く残されていると思われる。なおこの療法
は構語障害には無効で系統的言語訓練の一環として行な
われるべきである。 
10. 整形外科領域における V.E.R.および S.E北の臨
床的応用 
0鈴木弘祐・高木学治・宮坂斉
石川芳光(千葉労災)
誘発脳電位の整形外科的応用として， MEDIAC MC 
401型コンピューターを用いて， 1)いわゆる鞭打ち症 27
例と正常群 11例に対し光誘発脳電位 (V.E.R.)および
網膜電位 (ERG)を同時記録し， Retino cortical Time 
(R.C.T.)を測定した結果両者聞に有意の差は認めなか
ったが Barre-Lieou症候(+)群 17例中 6例に R.C.T.
の遅延を認め，網膜視覚領野聞の伝導機能低下を示唆さ
せた。 2)正常者 1名に対し正中神経刺激による体感覚
性誘発脳電位 (S.E.R.)を記録した結果，刺激側の対側
に大脳知覚領野の著明な responseを認め，特に早期成
分ほど安定性が高く，その頂潜時は諸家の報告とほぼ一
致した値を得た。そこで頚髄損傷者の障害程度を異にす
る数例に対し S.E.R.を記録した結果，高度障害例では 
evoked responseはほとんど見られず，軽度例ではほと
んど正常であった。更に症例を重ねることにより整形外
科的にも十分な有用性を期待できると考える。 
11. ダウン症候群における X線所見について
川瀬幹雄(国立国府台)
ダワン症候群はその特有な顔貌と身体症状および知能
障害を主徴候とした先天異常の一種で人閣の退行性突然
変機と考えられる。 
1959年 Lejeuneが本症を人類最初の染色体異常と報
告してから細胞遺伝学的立場からも最近は特に医学界の
関心を高めている。
われわれは昭和 31年より現在に至る 14年聞に国立国
府台病院小児科外来を受診したダウン症候群患児 1100
症例のうち染色体検索により 21トリソミーと確定した 
140症例について，骨盤骨 X 線所見より Caffey，Ross 
の Acetabularindex，iliac angle，iliac indexさら
に Nicolisの Pelvicindexを計測し， iliac indexの
低下，判別函数による Nicolisの Normogramなどが
本症の早期診断の補助手段としての重要性を有する点に
ついて強調した。 
12. いわゆる，単関節炎型関節リウマチの 2例
伴野恒雄・伊藤達雄(清水厚生)
最近，私たちは，当初中足骨に発生せる骨腫蕩を思わ
せ，病理所見にて慢性炎症性変化の様相を呈し，経過観
察中に血清検査等によりいわゆる単関節炎型の関節リウ
マチの範曙に入ると思われる 2症例を経験した。うち l
例は多関節炎型に発展するも，他の l例は，他関節への
擢患が 3ヵ月経過するもない。
単関節炎型の関節リウマチは， 3%内外見られるが，
これの診断については，病理組織上の所見を重要視すべ
きである。 
13. 当院における関節リウマチ治療， とくに金療法の
経験について
鹿山徳男(鹿山整形外科)
現代でもなお難病の一つである慢性関節リウマチに対
してー開業医として 2年聞に 124例の症例に接した。特
に金塩治療はその特異性のゆえに副作用が注目される。
